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平成21年3月31日をもって退職される堵添敏文先生は昭和42年4月
に本学専任教貞として就任され、40年以上の長きにわたり、教育、研究
をはじめ、学生委員長や副学長を歴任し大学行政の重責を果たされてきま
した。教養部在りし頃は『教養部紀要』に、また経営学部に在籍されてか
らはF亜細亜大学学術文化紀要」にその研究成果を発表され同僚そして後
進の私たちによき模範を示されました。
41年に及ぶ先生の学園生活にはさまざまの思い出があろうかと思いま
す。私が先生との関わりの中で思うことのいくつかを紹介したいと思いま
す。
体育が必修の時代が長くあり、種目も現在よりずいぶん多くありました。
夏季集中授業の水泳、登山。特に水泳授業については今思えば若かったか
らこそできた授業だったのではないかと思っています。炎天下にさらさ
れた皮膚は3度以上の火傷状態、それでも連日の実習、その痕跡は今でも
先生の背中に染みとなって残っています。同じ釜の飯を食べた仲間の証の
ように。また、冬季集中授業でのスキー実習の食事では（飽食の時代とい
われる現在の学生には理解しがたいことかもしれませんが）、朝食は味噌汁に
ふりかけ、味噌汁の具は出しの煮干しが入るだけ、昼食、夕食もほとんど
同じような、まさに一汁一菜の毎日でした。それでも学生と授業ができる、
スキーができるという喜びに満たされていた、感慨深い思い出になってい
ます。
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先生の業績の中に紹介されていない部分に陸上部の部長という職につい
ておられたことがあります。現在の陸上部はその隆盛を多くの人が認める
ところとなっていますが、先生が関わっていた頃は亜細亜大学には実績が
なく、勧誘に行っても本学の存在さえも知らないという状況のなか、ただ、
先生の熱意と誠意を理解した学生との二人三脚で、箱根に出ようという意
気込みで現在の基礎を築いてこられたのです。
先生の担当された授業に「心とからだの健康学」、「フィットネス」があ
ります。いずれも健康をテーマにされる授業ですが、自らが健康生活を実
践され、多くの学生にその具体的方法や基礎的理論を指導されていました。
特に「フィットネス」ではダイエットという内容に女子学生の関心が強く、
懇切丁寧な指導、面倒見の良い先生、優しい先生と敬愛されていらっしゃ
います。退職年齢に達したとは思えない若々しさの元はここにあるのでは
と思います。今後とも健康に留意され、いつまでもわれわれ後輩を指導し
てくださるようお願いいたします。
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